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学校教育における男女共同参画に関する取組

 学習指導要領における男女共同参画

 男女共同参画に関する教員研修等の取組

 学生向けのキャリア形成支援等の取組

 （参考）女子中高生の理系進路選択に関する取組
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○小学校学習指導要領（平成29年３月告示）

家庭
〔第５学年及び第６学年〕
１ 内容
Ａ 家族・家庭生活
(2) 家庭生活と仕事
ア 家庭には，家庭生活を支える仕事があ
り，互いに協力し分担する必要があること
や生活時間の有効な使い方について理解す
ること。

特別の教科 道徳
Ｂ 主として人との関わりに関すること
［友情，信頼］
〔第５学年及び第６学年〕
友達と互いに信頼し，学び合って友情を深

め，異性についても理解しながら，人間関係
を築いていくこと。

特別活動
〔学級活動〕
(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長
及び健康安全
イ よりよい人間関係の形成

学級や学校の生活において互いのよさを
見付け，違いを尊重し合い，仲よくしたり
信頼し合ったりして生活すること。

○中学校学習指導要領（平成29年３月告示）

社会
〔公民的分野〕
２ 内容
Ａ 私たちと現代社会
(2) 現代社会を捉える枠組み
ア 次のような知識を身に付けること。
(ｲ) 人間は本来社会的存在であることを基
に，個人の尊厳と両性の本質的平等，契
約の重要性やそれを守ることの意義及び
個人の責任について理解すること。

技術・家庭
〔家庭分野〕
２ 内容
Ａ 家族・家庭生活
(3) 家族・家庭や地域との関わり
ア 次のような知識を身に付けること。
(ｱ) 家族の互いの立場や役割が分かり，協
力することによって家族関係をよりよく
できることについて理解すること。

特別の教科 道徳
Ｂ 主として人との関わりに関すること
［友情，信頼］
友情の尊さを理解して心から信頼できる友

達をもち，互いに励まし合い，高め合うとと
もに，異性についての理解を深め，悩みや葛
藤も経験しながら人間関係を深めていくこと。

特別活動
〔学級活動〕
(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長
及び健康安全
イ 男女相互の理解と協力

男女相互について理解するとともに，共
に協力し尊重し合い，充実した生活づくり
に参画すること。

○高等学校学習指導要領（平成21年３月告示）

公民
現代社会
２ 内容
(2) 現代社会と人間としての在り方生き方
ア 青年期と自己の形成

生涯における青年期の意義を理解させ，
自己実現と職業生活，社会参加，伝統や文
化に触れながら自己形成の課題を考察さ
せ，現代社会における青年の生き方につい
て自覚を深めさせる。

３ 内容の取扱い
イ 内容の(2)については，次の事項に留意す
ること。
(ｲ) アの「生涯における青年期の意義」と
「自己形成の課題」については，生涯に
わたる学習の意義についても考察させる
こと。また，男女が共同して社会に参画
することの重要性にも触れること。

家庭基礎
２ 内容
(1) 人の一生と家族・家庭及び福祉
ア 青年期の自立と家族・家庭

生涯発達の視点で青年期の課題を理解さ
せ，男女が協力して，家族の一員としての
役割を果たし家庭を築くことの重要性につ
いて考えさせるとともに，家庭や地域の生
活を創造するために自己の意思決定に基づ
き，責任をもって行動することが重要であ
ることを認識させる。

特別活動
〔ホームルーム活動〕
(2) 適応と成長及び健康安全
エ 男女相互の理解と協力

男女共同参画に関する学習指導要領の主な記述

3



男女共同参画に関する教員研修等の取組①

○ 都道府県教育委員会等が実施する採用１年目の教師を対象とした初任者研修において、多くの教育
委員会が男女共同参画に係る研修内容を取り扱っている。

小学校 中学校 高等学校

教育委員会数（割合） 106 （92%） 105 （91%） 56 （85%）

出典：初任者研修実施状況調査（平成28年度実施分）

＜初任者研修において男女共同参画に係る研修内容を取り扱っている教育委員会数＞

※調査対象は都道府県教育委員会、政令指定都市教育委員会及び中核市教育委員会
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男女共同参画に関する教員研修等の取組②

教職員を対象とした男女共同参画研修

小・中・高等学校の教職員を主な対象とした「教職員を対象
とした男女共同参画研修」を実施。

本研修は、学校現場が直面するさまざまな課題を男女共同
参画の視点から捉え、理解を深めることを目的としており、
平成２９年度は、男女共同参画の基本理念の整理や、児童生
徒の将来なりたい職業の性差への影響など多彩なテーマで
ディスカッションを展開。

国立女性教育会館 https://www.nwec.jp/event/training/g_kyoin2017.html

１．調査名
学校教員のキャリアと生活に関する調査

２．対象
公立小学校・中学校本務教員
（ただし、養護教諭、栄養教諭、助教諭、休職者を除く）

３．調査の目的および明らかにしたいこと
教員の職場環境や管理職に対する意識等を明らかにし、女性教員

の管理職登用促進や男女共同参画に係る課題の解決に向けた政策提
言や研修に活かすことを目的とする。

４．主な質問項目
・現在の仕事に関わる意識
・現在の職場環境に関わる意識
・学校運営に関わる意識
・管理職に関わる意識
・（管理職に対して）教員に対する姿勢・態度
・育休取得状況
・校長に求められる能力に関わる意識
・男女共同参画に関わる意識

５．今年度のスケジュール
平成２９年

４～ ８月 情報収集、ヒアリング調査の企画・実施
５～１１月 質問項目の検討・Web調査の設計、調査対象校の抽出
１２月 都道府県・政令市教育委員会への協力依頼
平成３０年

１～２月 Web調査実施
＊今後、データクリーニング、集計、分析を行い、
平成３０年度に報告書を作成予定

平成２９年度女性教員の活躍に関する調査研究

国立女性教育会館 https://www.nwec.jp/research/hqtuvq0000002ko2.html

https://www.nwec.jp/event/training/g_kyoin2017.html


男女ともに多様な選択が可能となるよう、男女共同参画の視点に立ったキャリア教育を支援するため、
高等学校等の進路指導等において活用できるブックレットを作成している。

多様な進路・職業を選択し活躍している先輩たちのインタビュー記事や
将来のライフイベントを取り巻く社会の現状を示すデータ等を紹介
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学生向けのキャリア形成支援等の取組①（男女共同参画の視点からの“キャリア教育”ブックレット）
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◆はたらくくらす―見つめよう私のライフプランニング
http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1352105.htm

女性が働くことについての座談会、インタビュー記事などを掲載。独立行政法人国立女性教育会館

女子大学生キャリア形成セミナー

独立行政法人国立女性教育会館
https://www.nwec.jp/event/training/g_josidai2017.html

学生向けのキャリア形成支援等の取組②

http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1352105.htm
https://www.nwec.jp/event/training/g_josidai2017.html
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学生向けのキャリア形成支援等の取組③（大学生等を対象としたワークショッププログラム）

これから男女共同参画推進のためのワール
ド・カフェを企画し、実践しようとする方のた
めの手引書です。
これまで文部科学省が全国各地で開催してき

た学生向け男女共同参画ワールド・カフェの実
例も取り入れて、ワールド・カフェの手法の基
礎から応用的なワークショップ・デザインにま
でつながる内容の手引書となっています。
ぜひ御活用ください。

多人数参加のワークショップの手法。カフェ
のようなリラックスできる雰囲気の中で、席替
えをしながら少人数の話し合いを繰り返し、対
話から互いに学び、深い相互理解や新しい知識
が生まれます。
対話の中では多様性が重視されることから、

男女共同参画に相性の良い手法とされていま
す。

◆「学生のための男女共同参画ワールド・カフェ」実践手引書
http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1352111.htm

どんな内容の
手引書？

ワールド・カフェ
とは？

http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1352111.htm


＜取組内容の特徴＞

1. 事業運営の基盤を構築
産学官連携により、女性の活躍に関する社会全体の

理解を促進、多様なロールモデルを提示。

2. 文理選択に迷う生徒の興味を喚起
シンポジウム・実験等に加え、積極的な学校訪問による
ワークショップ等を実施。理系の進路選択に関心が薄い層
や文理選択に迷う層に対する、興味関心の喚起。幅広い
視点からの進路選択に寄与。

3. 保護者・教員等へのアプローチ
進路選択に大きな影響を与える保護者や教員向けの取組を積極的に実施し、 興味関心の早期定着を図
る。

女子中高生の理系進路選択支援プログラム
（大学等と連携した科学技術人材育成活動の実践・環境整備支援）

背景・課題
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○女性が科学技術分野に進む上で将来像が描きにくい。
○ 自然科学系の学部・大学院に占める女性の割合は、人文・社会科学に比べて低い。
◯多用な視点や優れた発想を取り入れ科学技術イノベーションを活性化させるためには、女性の活躍
が不可欠。

「第5期科学技術基本計画」（抄）（平成28年1月22日 閣議決定）
・国は、次代を担う女性が科学技術イノベーションに関連して将来活躍できるよう、女子中高生やその保護者への科

学技術系の進路に対する興味関心の理解を深める取組を推進するとともに、関係府省や産業界、学界、民間団体

など産学官の連携を強化し、理工系分野での女性の活躍に関する社会一般からの理解の獲得を促進する。

「第4次男女共同参画基本計画」（抄）（平成27年12月27日 閣議決定）

・ 大学、研究機関、学術団体、企業等の協力の下、女子児童・生徒、保護者及び教員に対し、理工系選択のメリッ

トに関する意識啓発、理工系分野の仕事内容、働き方及び理工系出身者のキャリアに関する理解を促す。
平成28年度学校基本調査より作成

※（保健）は医・歯・薬学系の合計

（参考） 学部学生・院生に占める女性の割合(％)

・女子中高生の理系分野への興味・関心を高め、適切に理系進路を選択することが可能となるよう、地域で継続的に行
われる取組を推進。
・女子中高生の適切な進路選択を通じた、女性の多様な分野での活躍。
・科学技術分野での女性の活躍により、我が国の科学技術イノベーションを推進。

 H30 新規採択数 ：10件
 支援先：大学・高専等を含めた連携機関等（300万円×15件）
 支援期間：2年間
 内容：シンポジウム開催、実験、出前講座、理系キャリア相談会等
 対象：女子中高生、保護者、教員

プログラム実施例のイメージ図

シンポジウム、実験、
理系キャリア相談会等

大学・
高専等

研究機関
教育委員会

民間企業

中学校/高校

出前講座等

小学校の先

生の授業

4% 中学校の先生

の授業 9%

高校の先

生の授業

22%

両親や兄弟姉妹な

ど近親者の影響
22%日本の科学者の活躍を

知って 2%

世界の科学者の活

躍を知って 1%

自身の自然体

験や気づき
21%

あてはまるものがな

い 19%

出典：日本ロレアルによる「理系女子学生の満足度に関
する意識調査」（平成26年8月）

（参考）女子学生が理系の進路を選択した理由

【事業の目的・目標】

【事業スキーム】

国 連携機関等

運営費
交付金

採択

平成３０年度予算額（案） ： 45百万円
（平成２９年度予算額 ： 45百万円）

※運営費交付金中の推計額
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女子中高生の理系進路選択支援に関する取組（独立行政法人国立女性教育会館の取組）
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研修「女子中高生夏の学校〜科学・技術・人との出会い〜」

女子中高生が「科学技術にふれ」、科学技術の世界で生き生きと活躍する女性たちと「つながり」、科学技術に関
心のある仲間や先輩とともに「将来を考える」機会として「女子中高生夏の学校～科学・技術・人との出会い」を開
催。

夏学後も女子中高生が進路選択、キャリア形成について考えを深めるための支援としてメンターマッチング活動を
継続的に行う。

女子中高生夏の学校2017の様子

国立女性教育会館 https://www.nwec.jp/event/training/g_natsugaku2017.html

https://www.nwec.jp/event/training/g_natsugaku2017.html

